
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２２日（土）読み聞かせ講習会の第１回目が開催されました。今年度の受講者は１２ 名。 

引き続き、残りの講習が予定されています。 

読み聞かせの大切さ、楽しさを知り、新たな一歩となりますよう職員一同お手伝いいたします。 

Ｎｏ.１３８ 
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南区で活動されているボランティアグループで初の交流会が１０月１５日（土）に開かれました。 

白根地区  しろね・おはなしかご 

月潟地区  えほんのへや 

                月潟おはなしの会 

味方地区  絵本とおはなしの会（主催事業と重なり、残念ながら欠席） 

の４グループが図書館のほか、南区内の小学校、保育園や児童館などで活動されています。 

今回の交流会では、活動状況報告のほかに図書館への要望などがありました。今後の事業に役立ててま

いります。ボランティアグループのみなさん、ご参加ありがとうございました。 

 また、この他に区内で活動されているグループがございましたら当館までお知らせください。 

今年度の職場体験がすべて終了いたしました。 

白根図書館では、６校（味方中、黒埼中、小須戸

中、白根第一中、白南中、白根高校）２１名を受

入しました。 

生徒の感想より 

 

 

 

利用者のみなさまのご協力に感謝いたします。 

また、一生懸命頑張っていただきました生徒の

みなさんお疲れさまでした。 

ブラン 
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参
加
者
の
感
想
か
ら 

★
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主
人
公
は
台
所
が
大
好
き
な
よ
う
だ
。
自
分
の
台
所

を
思
い
返
し
て
し
ま
う
。 

主
人
公
は
台
所
の
様
子
で
人
柄
が
見
て
取
れ
る
と
言

っ
て
い
る
。
き
れ
い
な
台
所
が
い
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
使
い
込
ま
れ
た
様
子
だ
と
か
。 

最
近
は
テ
レ
ビ
に
も
性
転
換
し
た
方
が
多
く
出
て
世

間
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ

の
本
が
出
版
さ
れ
た
当
時
（
１
９
８
８
年
）
の
世
間

の
認
識
は
今
と
は
違
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

１
人
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
に
は
父
親
と
し
て
の 

役
割
も
母
親
と
し
て
の
役
割
も
必
要
。
え
り
子
さ
ん 

は
見
た
目
に
も
女
性
に
な
っ
て
母
親
役
を
し
て
い
た 

が
。 

「
死
」
が
多
く
出
て
く
る
。
主
人
公
の
両
親
も
亡
く 

な
っ
て
い
る
し
、
祖
母
も
亡
く
な
る
し
。
作
者
は
「
死
」 

に
対
し
て
何
か
特
別
な
想
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

今
は
昔
よ
り
核
家
族
化
が
進
み
、「
死
」
に
触
れ
る
機 

会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら 

作
者
も
「
死
」
を
扱
う
の
だ
ろ
う
か
。 

一
緒
に
住
ん
で
い
る
祖
父
母
の
死
と
、
一
緒
に
住
ん 

で
い
な
い
祖
父
母
の
死
で
は
「
死
」
に
対
す
る
感
じ 

方
が
違
う
だ
ろ
う
。 

主
人
公
は
、
年
老
い
た
祖
母
と
二
人
だ
け
の
暮
し
に 

不
安
を
抱
え
て
い
た
と
語
っ
て
い
る
。
若
い
時
に
「
死
」 

の
別
れ
に
不
安
を
持
つ
の
は
あ
ま
り
な
い
こ
と
。 

 

 

主
人
公
が
台
所
を
好
き
な
の
は
、「
死
」
の
反
対
に 

あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
？
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ

と
だ
か
ら
。 

主
人
公
は
職
場
の
同
僚
で
あ
る
女
の
子
た
ち
と
自

分
は
違
う
と
思
っ
て
い
る
。 

雄
一
は
女
性
に
人
気
が
あ
る
。
車
の
扉
を
開
け
て

あ
げ
な
い
と
降
り
な
い
え
り
子
さ
ん
に
育
て
ら
れ

て
い
た
だ
け
あ
っ
て
女
性
に
優
し
い
の
だ
ろ
う
。 

伊
豆
か
ら

I
市
ま
で
の
距
離
は
ど
の
位
だ
ろ
う

か
と
思
っ
た
。 

母
親
（
父
親
）
を
亡
く
し
た
雄
一
に
、
主
人
公
は

な
ぐ
さ
め
の
言
葉
を
か
け
よ
う
と
し
て
、
止
め
る
。

言
葉
に
せ
ず
に
、
そ
の
時
の
情
景
を
心
に
残
す
、

と
い
う
の
が
い
い
。 

雄
一
の
本
当
の
母
親
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
彼
が

母
親
の
記
憶
も
な
い
ほ
ど
幼
い
時
だ
が
、
あ
る
日

父
親
が
母
親
に
変
わ
る
と
い
う
の
は
ど
う
感
じ
る

の
だ
ろ
う
か
。 

学
生
の
こ
ろ
入
試
問
題
に
吉
本
ば
な
な
作
品
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
教
科
書
に
出
て
い
る
本
な

ど
は
と
っ
つ
き
に
く
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
読
ん
で
み
て
、
面
白
い
本
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
の
だ
な
と
思
っ
た
。 

え
り
子
さ
ん
は
魅
力
的
な
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

主
人
公
は
初
め
て
会
っ
た
後
す
ぐ
、
も
う
１
度
会

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

雄
一
の
家
に
あ
っ
た
ソ
フ
ァ
は
ど
れ
だ
け
大
き
い

ソ
フ
ァ
な
の
だ
ろ
う
。 

カ
ツ
丼
が
お
い
し
そ
う
。
料
理
は
た
く
さ
ん
出
て

く
る
が
、
食
べ
て
み
た
い
と
思
う
料
理
は
カ
ツ
丼

だ
け
。 

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
ほ
っ
と
し
た
。
お
も
し
ろ
か

っ
た
。 

（
三
富
） 
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１１月２０日（日）１４：００～ 

吉
本 

ば
な
な 

作 

湯本 香樹実著 新潮社 

 

 

 
夏の庭 

小学６年の夏、「ぼく」と山下と河辺の友人３人は、  

人が死ぬところを見てみたいという好奇心から 

「もうすぐ死ぬんじゃないか」と噂されている老人を  

監視することにした。 

そして始まるおじいさんとの奇妙な関係が 

３人をそれぞれ成長させていく。 

死を知らない子どもたちと 

孤独な老人の関係を描いた児童文学。 

 

読
書
会
は
、
み
ん
な
で
同
じ
本
を
読
ん
で
、
思
っ
た
こ
と
を
お
し
ゃ
べ
り
す
る
楽
し
い
集
ま
り
で
す
。 

キ
ッ
チ
ン 

福
武
書
店 

ほ
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岩瀬 成子作  理論社 

 
まつりちゃんという、丁寧な言葉を話す小さな女の子が登場する物語です。 

物語は８つの章からなっていて，『たまご』では傾聴ボランティアの女子高生が登場し

ます。彼女はボランティアとして関わっている香山さんに対して、あるとき「たまご

だ」と感じます。そして、その香山さんの「たまご」にひびが。ひびを入れたものは赤

いカーディガン。香山さんの「たまご」と「ひび」を見つけたことにより彼女も自分の

「たまご」と「ひび」に気づきます。 

 

 

10 月は、「たくさん実らせよう 読書の木」というテーマで、子どもたちを中

心に利用者の皆さんから「好きな本」を書いてもらい、壁面にかざりました。 

紹介文が一言添えられていたり、ほほえましいイラスト入りだったり、とても

すてきに書かれていて、大勢の方が立ちどまって見ていかれました。 

 
わからんちんのココ 

とってもおもしろい

おはなし なんでも魔女商会 

1 巻から読みだすと 

とまりません。 

モペットちゃんのおはなし 

ねずみがねこをこわがるはずな

のに、ねこをからかっているのが

おもしろい。 

そのうちのいくつか紹介します。 

そのほか物語には「たまご」になっている、なりかけていると思

われる人達が登場します。小学生、還暦過ぎの夫婦…。その人達は

まつりちゃんとの出会いによってそれぞれのたまごにひびを入れた

のではないしょうか。あるいは「ひび」が入るのを無意識に望んで

いたから、まつりちゃんという存在に気づいたのかもしれません。 

 

「内緒のお話だったです」など，まつりちゃんの発する言葉がキ

ュートでかわいらしく、「言葉」が何度もこの物語に出てきます。こ

の本を読んでいると、自分も丁寧に話してみようかな、と思ったり

します。 

まつりちゃんの置かれている状況は一般的には問題があるかもし

れないけれど、まつりちゃんと言葉を交わしたり、関わったりする

ことで登場する人たちの心や何かが変わっていくやさしい物語で

す。ちょっと疲れたかなあ、という時におすすめの本です。 

     

 



 

 
ブｯｸｽﾀｰﾄ(南区) 

１歳誕生歯科健診会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

コース 学校 停車時間 巡回日 

月 A 庄瀬小学校 12:55～13:25 11/7  11/21 

火 A 大通小学校 13:00～13:30 11/8 11/22 

水 A 臼井小学校 13:00～13:30 -/-  11/30(振替) 

木 A 
新飯田小学校 10:10～10:35 11/10 11/24  

味方小学校 12:55～13:35 11/10 11/24 

月 B 根岸小学校 児童限定 11/14 11/28 

火 B 
小林小学校 児童限定 11/1 11/15 11/29 

白根小学校 13:10～13:30 11/1 11/15 11/29 

木 B 
茨曽根小学校 10:15～10:35 -/-  11/17 

大鷲小学校 児童限定 -/-  11/17 

寺
てら

の小僧
こぞう

が、奥山
おくやま

に迷
まよ

いこんだ。 暗闇
くらやみ

の中
なか

、ぴかんぴかんと明かり
あ   

が見
み

えたので、行
い

っ

てみると、そこは、おそろしい鬼
おに

ばさの家
いえ

だった。  真夜中
ま よ な か

、小僧
こぞう

の前
まえ

に便所
べんじょ

の神
かみ

さまが

あらわれて、「この三枚
さんまい

のふだをもって、はやく行け
い   

」と、逃
に

がしてくれる。 

「こぞう、まてまて」と迫り
せ ま  

くる鬼
おに

ばさ。小僧
こ ぞ う

は、白い
し ろ  

ふだをぐーんと投
な

げて「大山
おおやま

になあ

れ」と叫んだ
さけ     

。 鬼
おに

ばさは、その山
やま

をこえて、まだ追
お

ってくる。 「大川
おおかわ

になあれ」「大火事
お お か じ

に

なあれ」 小僧
こぞう

は、次々 に
つぎつぎ  

青い
あ お  

ふだ、赤い
あ か  

ふだを投げ
な   

、ようやく寺
てら

の門
もん

までくるが…。 

 にじむような色合い
い ろ あ  

の素朴
そぼく

な絵
え

が、こわいようなおかしいような雰囲気
ふ ん い き

を伝
つた

える。  

 

子ども
こ   

が小さい
ちい     

ころ、 寝る
ね

前
まえ

にふとんの中
なか

で読んだ
よ   

ことを思い出
お も  だ

す。 

 ゆっくりしている和尚
おしょう

様
さま

に 「はやはや（早早）」と叫ぶ
さけ  

ところは、息
いき

をのんで聞
き

いて

いて、 愛おしく
いと       

感
かん

じたものだ。   （村山） 

 

★11 月 30 日までの予定を載せています。-/- は運休です。 

★ブックバスは、11/30 のあと、 冬の間（12,1,2 月）は、

運休します。  3 月 1 日から運行再開です。 

★ブックバスで借りた本を図書館に返してもＯＫです。 

11月 のブックバス 12/７ までの行事 

■ 展 示 期 間  1 1 / 3→１２ / ６  

 
 

11/12 (ﾙｰﾑ１) 10:00～ 

11/26 (ﾙｰﾑ 1) 10:00～ 

おはなしかご例会 

(読み聞かせﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ) 

 第 2･4 土曜日 

 
わくわくスタンプラリー 

10:00～15:30 

１１月５日（土） 

新潟の昔話 

水沢謙一再話 

梶山俊夫画 

福音館書店 

 

絵本のよみかたり 14:10～ 

ｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝｸﾞ    14:30～ 

おはなしのじかん 

     毎週土曜日 

１２月 ６日（ 火 ） 

 
読書会(ﾙｰﾑ２)14:00～ 

１１月２０日（日） 

10月の来館者数………14,492  人    

♪おおさむこさむ  

やまからこぞうが とんできた♪ 

 

♪おふねが ぎっちらこ 

ぎっちらこ ぎっちらこ♪ 

 

わらべうたは、初めて聞いても、 

どこか懐かしく心なごみますね。 

子どもたちはもちろん、大人の方も 

童心にかえってお楽しみください。 

 ●おすすめ● わらべうたの本 

「にほんのわらべうた①～④」近藤信子著 

「あがりめ さがりめ」ましませつこ絵 

 「あそびましょ」 松谷みよ子文 丸木俊絵 

 
♪こども かぜのこ  

じじばば ひのこ♪ 

これからの季節、寒い日は、エイッエ

イッと手をふりながら歌うと、からだが

ぽかぽかあたたかくなりますよ。 

 
 
近藤信子さん講演会  

1 部 13:00～ 2 部 13:50～ 

１１月１３日 ( 日 )  
 
図書整理日  

図書館はお休みです 

１２月 ７日 （水） 

 
2 回目 11/5  13:30～ 

3 回目 11/12 10:00～ 

読み聞かせ講習会 

 
 
雑誌リサイクル 10:00～ 

１１月２６日 ( 土 )   
 
絵本にでてくるおやつ

づくり(食工房)10:00～ 

１１月５日 （土） 




